
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 答えは C です。厚さ 15 ㎜の杉板を室内に張った場合は、畳
１畳あたりビール大瓶 1.5 本分の水分を吸ったり吐いたりする
そうです。ひと坪あたりで３本ですから、仮に 40 坪の家の床
と天井をすべて板張りにした場合は約 240 本分の水分を調節
してくれる計算になります。電気もガスも不要、24 時間 365
日、未来永却故障することなく全自動で音もたてずに湿度調節
してくれるのですから、住む人にとってこれほど都合の良い材
料はありません。一部に使用するだけでも相当の効果がありま
す。調査では実際に木をたくさん使った家はまだ少数です。こ
れは住宅を環境と見なす人が少なく、大多数の人が物として欠
点を少なくする為に合成樹脂や新建材を多用していることが
原因です。 
 住宅は生活するための環境をつくり出している建物です。 
1 年中湿度に悩まされる日本では、木にこだわるワケがあると
いうことです。 

～家づくりの本当はどうなの？～より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この言葉は、「知力」よりも「気力」の方がはるかに価値がある

ということです。気力が旺盛であることは、生きていくうえでとて

も大事なことです。 

人生には、多くの試練が待ち構えています。そんな試練に対抗で

きるのは、強い「気力」です。 

本来、住まいの環境は、強い気力を育むものでした。ところが現

代の住まいはどうでしょう。冷暖房があたりまえとなり、年間を通

して、常温・常湿の環境がつくられています。このような住環境の

なかでは、強い気力を培うことはできません。冬は少し寒い、夏は

少し暑いくらいのほうが気力が湧いてきます。快適さを追求するあ

まり、気力をなくす環境をつくることは、大きな損失です。 

 

子供に個室を与える時期は、個性がはっきりし、自己主張が強く

なりかけてくる十歳前後がよいといわれます。快活な子には、厳し

い環境を与え気力を養いましょう。引っ込み屋さんには、明るい部

屋を与え社交性を植え付けましょう。お調子屋さんには、落ち着い

た静かな環境を与えましょう。 

子供は、屋外や学校など比較的広い場所や、大勢のなかにいるの

で、家に帰ってきたなら、狭い場所でひとり静かに自分を見つめさ

せることも大事です。子供室の広さは 4.5 帖～6 帖が理想的です。 

暑い夏も寒い冬も、子供たちは耐える力をもっています。強い気

力を養うために、耐えることを覚えさせることも、親の愛情です。 

伝統科学に学ぶ 住まいの環境の知恵 



 

  
２０２１年の幕開けです。 

平和な穏やかな年になりますよう心よりお祈り 

申し上げます。 

本年もよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長年愛用してきた暖炉でしたが、古くなって 

       しまった為、新しい暖炉に買い換えました。 

        遠赤外線効果で心も体も温まります。 

大井川港付近より  

事務所の西側から掛川市の粟ケ岳山頂が見えます。 

天気の良い日はヒノキで植えた、 

「茶」の文字が見えます。 

夜になるとハート型のイルミネー 

ションが見えるようになりました。 

かわいらしくて心が和みます。 

 

 

 

  

昨年 10 月に環境調査と地盤調査を行い、今年２月着工に向けて、

準備打ち合わせが順調に進んでいます。 

 

昼は「茶」の文字  夜はイルミネーション  


